
１．挨拶

　よろしくお願いします。社会保険労務士の武田と申します。20代で開業した若手

社労士が語る，損をしない労働法の理論と実践という，ちょっと長ったらしいタイ

トルではございます。先ほどもご紹介がありましたが，とある縁がありまして，櫻

庭先生とはフリーターユニオン福岡という，とある労働組合を通じて知り合った仲

でございます。後ほど，話の中には入れるんですが，大学を卒業してから，どちら

かというとレールを外れてしまった人間の話になります。失敗談とか，そういった

ものが多いんですけども，どういう知恵を使ってそれを乗り越えていったのかとい

うお話をさせていただきます。そして皆さんの今後の人生において，少しでも参考

になればと思っております。では早速，時間が限られておりますので，進めていき

たいと思います。

20代で開業した若手社労士が語る，
損をしない労働法の理論と実践

講師：武田　啓詩　氏（社会保険労務士）
日時：2018年１月15日（月）10：20－11：50
場所：山口大学経済学部　第一大講義室
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２．自己紹介

　私は1985年生まれということで，今年32歳になります。福岡県福岡市東区，生

まれも育ちもということになります。大学は西南学院大学という，福岡では割と

有名どころの大学かと，自分でも思います。ただしそこの大学では5年間，合計で

通っております。5年通う方っていうのは，それなりの理由があったりするんです

が，私は特に理由がなく，単位がただ取れなかったという，いわゆる落ちこぼれの

一種ということになります。社会人3年目ぐらいになったときに，社会保険労務士

という資格の勉強をしまして，運よく合格しましたので，そこで資格を取りまして，

2014年に開業ということで現在に至ります。

　自己紹介の話をしますけども，文字ばかりではいろいろ伝わらないことが多いの

で，こういう図にしてみました。ここからお話をしますと，大学時代，ここ（入学前）

がグラフの中で一番高い，私の中でレベルがちょっと高い所になります。大学生活

は華々しい生活を期待して通います。2年目が，ここはちょっと人生のピークみた

いなことになります。この後，ちょっと悲惨な人生が待ってます。バイトでいじめ

に遭うとかいうことです。それから就職活動にここから入っていくんですが，ここ

でも留年が確定ということで，これを見るだけで何だこいつはと思われるのではな

いかと思います。

　就職活動，この中でもされてる方はいらっしゃるかとは思いますけども，このお

話をしますと，私，2008年の卒業予定，そして2009年に卒業しております。この時

代っていうのは空前の好景気と呼ばれた時代で，就職活動は非常に有利と言われた
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時代でありました。しかしながら就職活動については全く奮いませんでした。いわ

ゆる大手企業と呼ばれる企業というのを受けたこともあるんですけども，全く受か

らず，その後2回目に突入するということになります。境遇としては，今の卒業生

と似たような環境なのかなと思います。

　1年目は全く奮いませんでしたので，2年目，ちょっと頑張ってみようか，という

ことで，こういう本をご存じの方，いらっしゃると思うんですけど。『絶対内定』

という，当時，就職活動をしている人間が，口コミでこれがいいよということを皆

さん，言うんですね。これを買って，この，104のワークシートで自己分析をしましょ

うという本なんですけども，これも全部やりました，私，2年もですね。しかしな

がら，少なくとも就職活動に影響が出るというようなことはありませんでした。唯

一，得るものがあったとするならば，自分がどういう生き方をしていいのか，どう

いうふうに生きたらいいのかというのが，全く，これをやっても分からないんだな

ということが分かったっていうことが，これをやって一番良かったなと，今でも思っ

てることです。

　その後，運よく就職することになります。その就職先は，目のレーザー手術の，

いわゆるレーシックの運営会社に就職します。ここは1日10時間で週休3日の，週40

時間労働で残業はほとんどありませんでした。待遇としてはものすごく良かった会

社になります。こういった所で就職しながら，当時は公務員か何かを受けて，そう

いうので再就職をすればいいなと思いつつ働いていたんですが。就職してから，特

に人間関係とかでつまずくことは，ここではなかったです。高校時代にアルバイト

をずっとやっておりまして，どういうふうにすれば仕事がうまくこなせるかとか，

どういうふうに人間関係をかわしていくのかというところを，ある程度理解してい

たっていうのがあります。ここで，バイトでいじめられたりとかした経験とか，そ

ういうのを分析して，どう立ち回ればいいのかとかいうのを勉強して，難なく過ご

すことができるんですが，ここでまた下がります。

　入社半年たったところで，このレーシックの会社から，給料の支払いが遅れます

というような通達が流れてきます。最初は半月遅れますと言われます。その後は1

カ月，2カ月と，どんどん延びていくというふうになるんですね。今，考えると，1

回でも給料日に給料が支払われないということがあると，それはもう銀行から融資

が止まっているということですので，建て直すことというのは，もうほとんど不可

能なんですね。ただし自分が，実際にその立場になってみると分かるんですけども，

感覚が麻痺しちゃって，会社を信じてみようと思うようになってしまいます。これ
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は間違いの場合が非常に多いんですけども。社労士の立場になって，仕事で一つだ

けありました。つぶれた会社があるんですけども，1回給料を遅配して，2回目，3

回目ずっと続いて，倒産するという会社がありました。1回でも遅れると，もうほ

とんどの場合不可能だということを，理解していただくのが一番いいのではないか

と思います。

　その後，給料の遅配は続きまして，2カ月分の給料が未払いになったまま，そこ

の理事長を含めた幹部からの説明会がありました。会社は大丈夫だと言うんですけ

ども，持ち直すんだと，過去にもこういうことがあったのでということを言うんで

すが，ちょっと無理なんじゃないかと同期の人間たちと話して，社長に，その説明

会のときに直接文句を言うというような決断をします。その結果，なぜか先輩社員

から，私はたたかれるという悔しい経験をしました。

　そこで法律の勉強を，初めてするということになります。まずは労働基準監督署

に駆け込みまして，労働基準法の参考書を買いまして，どうやれば未払いになった

給料を請求できるのかと，どういうふうにしたら回収できるのかというのを，自分

で考えるということになります。まずは労働基準監督署に行ったときに，何て言わ

れるかということですけど，自分で請求しましたかということを言われます。これ，

絶対言われます。当時は，それは監督署の仕事でしょうと，やってくれないのかなっ

て不満に思うこともあったんですけども，今となって考えると，自分の顔を出して

自分で請求するということは当然のことなんですね。自分の顔をしっかり出して，

経営の側に自分の言葉で伝えるということが，非常に大事になりますので，このと

きはそう言われて，自分の言葉で言うようにしてます。これは今，考えても正しかっ

たと言えるようなことになります。

３．労働基準法の話

　今回のタイトルが理論と実践ということですので，理論の話をすると，労働基準

法第24条というのがありまして，いわゆるこれが賃金支払い5原則と言われるとこ

ろです。全額を支払わなければならないという，この法律に違反しているというこ

とです。この文言を伝えるということを，初めて法律を使ったということになりま

す。

　当時，説明会の場所で，内容証明郵便というのが，債権を取り立てるときに使わ

れる文書になるんですけども，それを理事長に対して直接渡すことになります。た

だ，そのときは先輩社員とか人事部なんかが，同じ立場の労働者なんですけども，
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そういった方からの妨害がありまして，渡せずに至ります。説明会が終わった後に，

もう一回自分の中で考え直して，間違っていたのか，正しかったのかということを

考えまして，やっぱり渡すのが正しいという結論にもう一回達しまして，内容証明

郵便をもう一回郵便で，今度は正式に出すことになります。それを出したところで

人事部から電話がかかってきて，全額払いますと言われて，この問題は終結すると

いうことになります。

　その後，同時に就職活動を続けていましたので，即日で辞めるという選択をしま

す。ここでも法律をもう一回使います。この労働基準法第15条第2項です。明示さ

れた労働条件が事実と相違する場合においては，労働契約を即時に解除することが

できると，法律で決まっております。1カ月前に辞めないといけないとか，14日前

に言わないといけないとか，そういうふうに一般的には言われることがあるんです

けども，例外事項としてこういったものがあるというようなお話になります。

　そして私の人生で，ここからちょっと上がります。転職活動をすることになりま

す。転職活動後は，普通の会社っていう言い方はちょっとおかしいかもしれないで

すけども，割と全国的に規模のある会社で，医療機器の，商社の会社に就職するこ

とがあります。ボーナスも普通に出るような会社ではあったんですけども，サービ

ス残業という，いわゆる残業代が支払われないというような会社でありましたので，

必然的に帰るのが遅くなってしまって，夜10時に終わるのが普通の生活でした。仕

事内容的には苦痛ではなかったんですが，このまま定年までこの日々が続くのかと

考えたところ，ちょっとおぞましくなって，仕事を1年で辞めるという決意をします。

　その後は労働法の知識を使って，自分で何かをやれればいいなと考えまして，社

労士の資格を取ろうと決意したのもその頃になります。そして社労士に合格したら，

残業代を請求しようかと漠然と思ってたんですけども，退職して失業給付で生活を

食いつなぎながら勉強をしていたところ，運よく合格してしまったので，請求せざ

るを得ないかと自分の中でなりました。社労士としてこのときはやっていこうと決

意してましたので，自分の残業代を請求できないような人間が，取るような資格で

はないのではないかと思ったのも，一つのきっかけであります。

４．労働組合への加入

　その後にフリーターユニオン福岡という，ここで労働組合に加入するということ

になります。とある知り合いをきっかけに，非常に特殊なユニオン労働組合がある

よということを聞きまして，連絡を取って加入をするということになりました。労
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働組合を頼ろうと思ったのは，そこの会社が割と大きな会社でやってきましたので，

報復を受けたりとか，──絶対ないんですけども，今となっては断言できるんです

けども──そういったものが怖かったという，漠然とした不安っていうものがあっ

たからです。

　きょうは後ほど，このところの残業代請求に関して具体的な話を，自分の実体験

ですね，させていただこうと思っております。結論だけ少しだけ話しますと，交渉

を進める中で証拠書類がどうしてもそろわなかったので，組合を通じて請求をした

ところ，あっさりそろいました。そして第1回目の団体交渉でスピード解決という

ことになりました。この時点で労働組合というのは，ものすごく強い権利を持って

いるんだと体感することになります。

　その後は組合活動を続けながらも，アルバイト，社会保険労務士事務所に勤めた

りというような経験を経て，2014年に独立開業を果たします。ちょっと戻ります。

ここの経済学とか理念とか哲学などを勉強しつつと書いてますね。この頃はアルバ

イト生活をしてたんですけど，短時間の，午前中だけアルバイトをやって，午後か

らはちょっと勉強みたいなことです。人生の迷い道みたいな形でやってたんですが，

ここのところは非常に私の中で，今でも活きているところであります。時には回り

道も必要なんだなと思ったことでもあります。

　その後，社会保険労務士事務所に転職することになります。弁護士でいうとイソ

弁みたいな形で修行をしようと思って，ここに転職することになります。ここの在

職中は特に大きなトラブルもなく，約2年間勤めるんですが，そこの会社も決して

いい会社という所ではありませんでした。社会保険労務士事務所なんですけども，

ちょっとパワハラみたいなとことがあったりしたので，何かのきっかけで若干トラ

ブルになりまして。こういう私の性格が災いして，けんか別れみたいな形に，最終

的になって，もうやっていられるかと，もう自分の力でやってやるんだと思って，

独立開業をするということになります。

　ただ，順風満帆な人生ではなく，ここからまた地獄がスタートします。人生の中

でも，このどん底ですね，もう一回どん底に入ります。当然，仕事もゼロからスター

トになりますので，すぐに貯金が尽きます。全然稼いでないので，貯金ゼロです。

仕事がゼロなので，アルバイトしながら社会保険労務士の仕事をすることになりま

す。地道な活動をずっと，ここで続けてましたので，去年，一昨年あたりから仕事

がちょいちょいと来るようになりまして，ここでようやく上がってきて，今が人生

の最高潮ぐらいかということになります。
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５．現在の活動について

　では，続きまして，現在，私が行っている活動内容についてお話をしたいと思い

ます。労働組合活動と社会保険労務士業という，この二つですね。労働組合の活動

をいまだに続ける理由というのは，今のところ抱えてる問題というのはないので，

自分のためではあるんですけども，助けられたお礼とか，あとは勉強のためという

ことになります。

　労働組合というのは相互扶助の関係になります。自分が助けられたのであれば，

他の組合員が困っているときに助けなければならないというような，義務感みたい

なものが出てきます。活動を続ける中で，こういったことができない方っていうの

は，結構いるんだなと知ることにもなります。組合活動と会社の経営という，二つ

の相反するものを今，やってる状態にはなるんですけども，実はビジネスにおいて

も相互扶助の理解というのは非常に，重要になってきます。これがないと仕事，そ

れから人間関係の構築とか，そういったものがうまくできないということにつなが

りまして，結果，仕事がうまくいかないということにもつながったりします。

　あとはこの，勉強のためというのは，今は割とうまくやっているほうなんじゃな

いかと思うんですけども，何かのきっかけで仕事がなくなったりする可能性という

のは必ず出てくるわけです。そうなったときに，もしかしたらもう一回労働者とし

て働かないといけない可能性があります。そうなったときにうまく労働組合と，労

働組合法をうまく使えるような人間にならないといけないと思って，会社といろい

ろ交渉ができるようなスキルを身に付ける目的で，今のところ続けているというの

もあります。もしかしたらそういったときにフリーターユニオン福岡を頼ればいい

んですけども，そこがなくなってる可能性がありますから。そういったときでも自

分で組合を興すことができて，労働組合法を駆使できるような人間にならないとい

けないと考えて，いまだに活動を，無理なく続けています。

６．労働組合の活動内容

　労働組合の活動内容，深く掘り下げますと，主に，月2回の定例会議の参加，そ

れから組合員の相談です。フリーターユニオン福岡というのは合同労組という形式

の組合になります。企業別の労働組合，産業別の労働組合のほか，地域に根ざした

労働組合というのも存在します。その地域に根づいた労働組合というのがフリー

ターユニオン福岡になります。ですので飛び込みで，ホームページとかを見て相談

に来る方っていうのが圧倒的に多いです。私もその1人ではありますけども。その後，
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今までに四つほどの，紛争の事件を実際に担当して，会社と交渉しました。結果的

には全て金銭解決の和解ですね。ですが，そのときに，助けてあげたという言い方

は少し傲慢な言い方かもしれませんけど，その時の組合員は誰一人残っていないと

いうことになります。その人が助かるためとか，人助けのために，私は少なくとも

そういう目的で組合を続けているわけではありませんので，怒りはしないんですけ

ども。

７．社会保険労務士の仕事について

　続いて，社会保険労務士という，私の本業のお話になります。まずは社会保険労

務士という資格自体のお話をしたいと思います。社会保険労務士という仕事は，組

合とか労働者とは逆の立場で労働法を使うような立場の仕事になります。もともと

は行政書士という資格の仕事だったんですけども，それが1968年に枝分かれして，

社会保険労務士が誕生するということになります。仕事内容としては，基本的に行

政書士というのは行政官庁への書類提出の代行業ですので，そこで枝分かれしたの

が労働局関連の仕事です。ハローワークとか年金事務所とか，そういった所への，

書類提出の代行です。これと給与計算の代行，それから助成金などの申請代行とい

うのがメインの仕事になっております。その他，就業規則の作成，それから労働法，

社会保険関係の，帳票類の作成代行です。こういったものが社労士の主な仕事内容

になります。

　私の現在行っている仕事内容になるんですが，先ほどの，ハローワークの提出代

行とか，年金事務所への書類の代行，それから給与計算の代行，全てを1人でやっ

ています。労働相談なんかも少しあったりはします。実際に会社の側で，紛争に訴

えられたことはまだないんですけども，小さいもめ事，いざこざはありますので，

そういったときの会社の側の，経営者の相談相手というようなことも業務の一つに

なります。

　先ほどの自己紹介のところでしましたが，2年間事務所勤めをして，そこである

程度業務知識を吸収して独立開業しました。現在のところ仕事は主に，紹介で仕事

をもらっています。なぜ仕事が増えたのかを少しばかり分析してみたところ，先ほ

ど少し触れました，相互扶助という考え方，これなんじゃないかとも思っておりま

す。仕事をもらいたいという気持ちというのは誰にでもあるんですけども，もらい

たいという気持ちをぐっと抑えて，仕事をもらいたかったら，まずは与えるという

ような考え方というのが重要なんじゃないかと思っております。

（　 ）297 －147－20代で開業した若手社労士が語る



　具体的な話をしますと，もともとアルバイトをしながら社労士の仕事をしてたん

ですけども，飛び込み営業をしてた中で，たまたま引っかかったお客さんが税理士

を探していると言ってたんです。私の知り合いをたどりまして，とある税理士さん

を紹介しました。そのときに知り合った税理士さんから，いまだに仕事を，逆に紹

介して頂いていております。その当時は，もともと仕事の依頼はほとんどその方か

らはありませんでした。たまたま紹介していただいたお客さんの所で費用度外視で

いろいろ動いてあげてたんです。そういった仕事ぶりを見ていただいて，あの人に

紹介したら間違いないっていうのを，勝手にそのお客さんが営業してくれて。それ

で一昨年，2016年に月額10万円以上ぐらいの仕事をぽんと振っていただいて，運よ

くそれをうまくこなすことができてますので，現在，そこからバブル状態になった

ということになります。

８．相互扶助の大事さ

　ここまでが，私が学生を卒業してから現在に至るまでの，おおよそ10年が経とう

としておりますけども，こういった活動を通じて見えてきたということがあります。

一言で結論づけますと，相互扶助という考え方ということになります。もともと私

は相互扶助という考え方，言葉自体はあまり好きなものではないんですね。

　大学時代，とある部活動をしてたんですけども，非常にマイナーな部活動で，部

員が2人というような環境で4年間やってました。さらに昼休みに関しても，誰とも

食事を取らず，今で言う一人飯です。西南学院大学っていうのは学食の横に部室が

ありましたので，そこに学食を持ち込むことができるので，そこで毎日一人で食事

をしていました。そういう私ですので，可能であれば全てのことを一人でやってい

きたいという気持ちは，今でも正直なところあります。それが独立開業をしたきっ

かけでもあるんですけども。ただ，自分のスキルはやっぱり限界がありますので，

自分で努力してもどうしようもないっていうことは，世の中絶対あるんですね。そ

ういったときに他人を頼るわけではないんですけども，うまくウィンウィンの関係

をつくっていってやって行くというのが，非常に重要になってきます。仕事におい

ても，組合活動においても，これが非常に重要になってくるんですけども，中には

これができない人っていうのが結構多かったりします。

　半年に1回ぐらい，過去に異業種交流会とかで知り合ったような方が電話かけて

きて，なんか仕事があったら紹介してください，お願いしますっていうような電話

をかけてくるんです。正直，その仕事をもらいたいという気持ちはみんな一緒なん
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ですけども，そこを言っちゃうと仕事はもう一切来なくなるということになります。

それは禁じ手になります。

　組合活動についても同じような考えで，組合活動，組合に相談にきて，解決まで

導くわけなんですけども，基本的には雑用仕事になります。書類を作成したりだと

か，要求書を作成したりだとか，会議で打ち合わせをしたりだとかいうことがほぼ

9割になります。そういった雑用作業を全てわれわれ組合のほうに丸投げして，そ

して解決金は自分が取って，その後，組合活動は全くせずに去っていくというよう

な方が，割と多いんだなと実感してます。相互扶助というのは，結局は自分のため

ではあるので，結果がどういう形になっても仕方がないと思ってるんですけども。

私は少なくとも，知らないことを知ることができるというメリットがありますの

で。決して誰かを助けたいと思ってるわけではないということです。もともとはそ

う思っていたこともあります。学生時代とかは弱い人のためにとか思ったこともあ

りますけども，今となっては，もうそういった考えはほとんどありません。

９．理論と実践

　今回の，講義のタイトルが理論と実践というタイトルですので，続いては労働法

をどういうふうに使うのかという，実際の経験談をお話したいと思っております。

誰かを訴えたいと考えるのは，日常生活においてはなかなかないと思います。これ

から先も経験する方はほとんどいないんじゃないかなと思います。とはいえ，私が

なぜ会社を訴えるに至ったのかという精神的なお話をしますと，おおむねこの三つ

かと思います。まず一つ目は正当な対価をもらうため。もう一つが社会正義のため。

三つ目が，自分が正しいんだという確証を得るため。この三つが主な理由だったの

かなと思います。

　ここに図を描いてますけども，これが社会のルールになります。労働者，建前上

はわれわれが憲法をつくるということになってます。憲法の範囲内で労働基準法と

いう法律ができます。この労働基準法の範囲内で，何でも労働者に命令していいで

すよという指揮命令権というのが会社に与えられます。社会のルールを守らせると

いうことは，それが労働者の暮らしやすい国になるんじゃないかなと，ある種公益

のためにやったということも，一つの理由になります。会社に入ると，会社はやた

ら会社のルールを振りかざしてきます。指揮命令権というのも，結構強力な権限に

なります。法律に反しない限りは，基本的には何でも指揮命令をしていいですよと

いうことになります。
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　一方，会社の側は自分が課せられたルールというものを，守らないことが多いと

いうのが現実です。これから皆さんも就職されると思うんですけども，細かいルー

ルを含めると，全てを網羅して，全て労働基準法を守ってる会社というのはほとん

どないんじゃないかなと実感してます。私の，現在の，顧問先のお客さんでも100

パーセント守ってる会社というのは，ちょっと残念ながらないというのが現状であ

ります。三つ目については，在職中に有給休暇の話とか残業代の話，直接したこと

もありました。ただ，そのときは全く聞き入れてくれませんでした。おまえはまだ

有給休暇を取れるようなスキルはないとか，そういうむちゃくちゃな理由で取らせ

ないというようなことが，まかり通るというのが会社の現実の在り方になります。

　この心構えをクリアしたときに，実際に訴えるという行動を起こすわけですけど

も，自分の中で解決したとしても，外部の環境からさまざまな圧力がかかることが

あります。親からは大ごとになるぞと，やめとけという言い方をされます。同僚か

らは，俺らの労働条件が，お前が訴えたことで下がったらどうするんだとか言われ

ることもあります。社会からは，裁判は費用がかかるんでしょうということでブレー

キがかかったりとか，あとは目上の人に対して裁判で訴えるということで，心理的

なブレーキがかかるということになります。

　あくまでもこれは例えになるんですけども，私ならこういう風に考えますという

ような例をあげてます。まず，裁判をしても大ごとになることはありません。裁判

というものは，基本的には書類のやりとりですので，事務手続きみたいなことにな

りますので，全く大ごとにはなりません。後は，労働紛争に関しては報復をされる

ということは，基本的にはないと考えていただいて大丈夫です。こういうばかな経

営者はいないという書き方をしてますが，経営活動というのは経済的利益を得るた

めに活動しているのであって，報復をするということはそれに相反するものなんで

す。全部費用になりますので，そういった無駄なことをする経営者はいないという

のが現状です。

　あとは同僚からこういうことを言われることもありますけども，これはもう無視

していいという結論になります。自分のことしか結局考えてないんですね，労働条

件が下がったらどうするんだとか，自分のことしか考えないなら，自分も自分のこ

としか考えなくていいんじゃないかと思うことです。後は，機嫌を損ねたらおまえ

のせいだからなとか言われるんですけども，この原因を作ったのは会社の側になり

ますので，それは社長に言うべきことで，私に言うことではないという考え方にな

ります。社会のルールに従って，ルールを守らせようとしているだけ。
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　あと，裁判費用の話をしますと，日本の裁判費用というのは非常に安いものにな

ります，実は。かかるのは印紙代と切手代です。後は，そこの裁判所に行くまでの

交通費だとか，そういったものが実費でかかってくるくらいです。印紙代について

は，訴えの，請求の金額が例えば100万円としましたら，1万円の印紙代だけで事足

ります。切手代，これは地域によって違うんですけども，福岡地裁は6000円ぐらい

かかります。使わなかった切手は返ってきます。裁判において一番費用がかかるの

は弁護士費用になります。弁護士費用が一番高い。そして勝訴しても相手に請求が

できないということになりますので，これがものすごく高いというイメージです。

なので，自分で勉強して，自分で訴えようとすると，費用はほとんどかからないこ

とになります。

　自分のマインドをこういうふうに整理しつつも，次にやらないといけないことが

あります。それは証拠集めです。実際に紛争になったときに，どういうふうに解決

するのかっていうのは，その時点では絶対に分かりません。どういうふうに解決す

るかというのは分からない中で，こうしたらこうなるんじゃないか，ああしたらあ

あなるんじゃないかとか，そういった仮説を立てるということも重要になります。

　仮説を立てる中で一番有効になるのが，やっぱり証拠集めです。証拠が重要です。

日本の裁判所というのは基本的に証拠主義になりますので，証拠が決定打になりま

す。反対に労働組合の団体交渉では，証拠がなくても戦うことはできます。できま

すし，過去に携わった紛争では証拠がほとんどないまま戦って，解決に至ったって

いうこともあります。ですが，証拠は武器ですので，ないよりかはあったほうがは

るかにいいと思っております。私はいつも「お守り代わりに」という言葉を使いま

す。訴えるかどうかっていうのは，その時点では分からないんですけども，普段の

生活で記録を取っておく。お守り代わりに，何かあったときに使えるように取って

おいたほうがいい。残業代を請求するのであれば，今は便利なアプリ，GPS機能が

付いたアプリなんかもありますので，こういったものを活用するというのも一つの

手かなと思います。証拠の収集については退職前に，訴えをする前に集めておくの

がベストだと思います。

　証拠がそろったら訴えの提起をするということになります。裁判をしたほうがい

いのか，団体交渉を通じてやったほうがいいのか，それとも自分で直接請求したほ

うがいいのか，そういったものを検討するということになります。どのように進め

たら一番いいのかは具体的な事件によって変わりますので，どれがいいかは言えな

いんですけども。私は，こういった未払い賃金訴訟をしましたというサイトがあっ
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たりしましたので，こういうサイトを参考にして進めました。興味がある方は見て

おいていただくのがいいと思います。

　ここで理論の話をまた少しだけ入れたいと思います。残業代の根拠となる理論に

ついては，労働時間の概念というのが非常に重要になってきます。現在の理論につ

いては，労基法上の労働時間とは，労働者が使用者の指揮命令下に置かれている時

間と定義されてるというのが，これが一般的な解釈になります。これは法律で決まっ

てるわけではないんですけども，判例上こういったものが確立しております。明示

による指揮命令の他，黙認，黙示による指揮命令もこの中には含まれるということ

になります。例えば，よく会社が反論してくるのは，勝手に残業をしていたじゃな

いかと言われることがあります。ただし，勝手に残業していたのを，その上司がや

めさせなかったということ，これをもって，すなわち黙認しているんじゃないかと

判断されることがあります。

　こういった考えを元に証拠書類をそろえていくことになります。私の場合は，タ

イムカードの時間っていうのが，そのまま労働時間だったというのが現実だったの

で，タイムカードをそろえるだけで労働時間の立証ができました。中にはタイムカー

ドを終業時間に切らせて，その後に残業させるという会社もありますが，そういっ

たときは先ほどの，GPS機能付きのアプリなんかというのが役に立ちます。私の場

合は紙のタイムカードでしたので，実践の話に戻りますけども，コピーするだけで

大丈夫でしたので，毎月保管をしておりました。その当時はもちろん，訴えるかど

うかについては決めておりませんでした。ただ，お守り代わりにコピーをしていた

ということです。あとは給与明細も保管しておりました。ボイスレコーダーも活用

してます。残業代請求の場合は，先ほど言いましたけども，会社が命令してないん

だと反論をしてくる場合が多いです。その反論をつぶすためには，労働時間が長い

ので退職しますという理由を述べまして，それが，そのまま話が通ったので，それ

をもって会社が長時間労働を黙認していたということになるので，そういった証拠

を集めていったということになります。

10．実際に訴えを起こした話

　私が実際に訴える方法を取った事例を話しますと，私の場合は退職後に，本社に

直接電話をすることになります。当時は自分の力で，できるところまでやりたいと

いう思いがありましたので，直接人事部のほうに電話して，退職後に電話をしまし

た。今，思うと大したことではないんですが，当時，その場では非常に怖かったです。
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ただ，自分の権利を主張するだけなんですけども，簡単にできるようなことではな

いなと思います。ただ，やる決意をして実際に電話をかければ，何ら怖いことでは

ないというのは，後ほど，これは体感した人にしか分からないんですけども，あん

まり大したことではないです。そのときは人事の担当者が不在でしたので，残業代

を払ってほしいんですというメッセージを残して電話を切ることになります。後日，

人事部長のほうから電話がありまして，残業代を払いますと，あっさりと払ってく

れるということに至りますが，こっちが計算した残業代と，会社が計算した残業代

に大きな相違がありましたので，交渉が続くことになりました。

　紛争が始まった当初は，労働審判制度というものを利用するつもりでした。簡素

化された裁判のようなものです。最初は，組合の名前は出しませんでした。そうし

たときに，最初のほうに少し触れましたが，証拠書類がどうしてもそろわないもの

がありました。タイムカード，毎月保管してたんですが，コピーし忘れた月があっ

たんですね。訴状に金額を書かないといけないんですけども，その訴状に書く残業

代の金額が確定しませんでしたので，どうしてもそっから前に進まないということ

になったとき，いろいろ方法はあるんですけども，手間も時間もかかりますので，

気軽に手を出せるものではありませんでした。どうしたらいいかというと，その後，

集団紛争，労働組合の団体交渉に切り替えるという手法をとりました。そうしたと

ころ，あっさりとタイムカードのコピーを開示してくれるという事態に至っており

ます。

　会社がなぜタイムカードを，自分で，個人で請求しても出さないのに，組合を通

じてだったら出すのかという理論の話になりますと，不当労働行為と呼ばれる行為

があります。これは労働組合と会社との，間のルールになります。ここのア，イ，ウ，

エと書かれている所は，会社側が守らなければならない事項になります。対労働組

合において，こういったものをルールとして守らないといけないですよということ

が決められてます。
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　ここの，イの所，黄色で書いている所です。団体交渉拒否というものが違反行為

ということになります。使用者が，雇用する労働者の代表者と団体交渉をすること

を，正当な理由なく拒むことを禁じております。「団体交渉したいです」，「いや，

したくないです」と言われると，それはそのままルール違反ということになるとい

うことです。この中には，この黄色の所が，いわゆる不誠実団交と呼ばれるものです。

形式的に団交に応じていても，全然解決する気がないんじゃないかなと思われると，

それもルール違反ということになります。誠実に交渉して解決まで至らないといけ

ないですよと，ルールが課せられるということです。この理論に従って，この紛争

を解決に導くには，タイムカードの開示が必要であろうと誰もが考えるだろうとい

うことで，この理論に従ってタイムカードを開示してきたということになります。

　そうして第1回目の団体交渉で解決するわけですけども，詳しい解決内容につい

ては，具体的にはちょっと言えないんですけども，最初に相手が出してきた金額の，

おおよそ2倍の金額に引き上がって解決をしております。

　団体交渉の当時の参加メンバーは，こちらが確か5人です。相手方は当時の支店

長，それから福岡の本部長，それから本社の人事部長とか，そういった会社の，幹

部の方と直接対峙をするという経験をします。正直なところ，やっぱりそういう幹

部の方とお会いするのは，非常に行きたくなかったです。当時はやはり会社の幹部

なわけですから，それは会社の中に入る前に，もう胃が痛くなったりだとか，帰り

たくなったりはしました。ただ，実際に団体交渉で顔を合わせるということになる

と，別に何か悪態をつかれるというわけではありませんし，こちらの話を真剣に聞
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いてくれるふりをしているだけなのかもしれませんけども，何も言われないんです

ね。これはその後，何回も別の事件で団体交渉に参加したときも一緒です。どんな

にパワハラをしてる，ちょっと怖い上司であろうが，団体交渉の場においてはおと

なしくなるというのが，これが真実ではあります。

　これは実際に体験してみないと絶対に分からないんですけども。もともとどっち

が本当の姿なのかなと考えたりすることもあるんですけども，人間というのは人に

よって態度を変える生き物だと思うんです。友達に対する態度とか，家族に対する

態度とか，そういったものを無意識に使い分けてると思うんですけども，会社と労

働者という関係に関しては，家族ではありませんし，むしろ赤の他人ですね。ちょっ

と知ってるぐらいの他人でしかないので，そういった人間にいろいろ行き過ぎたこ

とを言われると，当然こういうことになりますよということは，私は正しいことな

んじゃないかと思ってます。だからといって残業代を払わないでいいとか，そうい

うルールは通用しないということです。

11．残業代を請求して学んだこと

　以上が理論と実践のお話になります。残業代請求をしたことで私が学んだことで

すが，ここに書かれてある四つのことを学んでおります。まずは会社の中の上司の

態度と，団体交渉での態度の違いということです。会社の中では，例えば上司のほ

うに直接，有給休暇を取りたいという話を在職中にしたんですけども，おまえはま

だ使えないとか，残業代も一緒だということを言われましたが，団体交渉の場では，

そういった言葉は一言も出てきませんでした。ものすごくおとなしかったというの

を覚えております。他の団体交渉においてもそうです。非常におとなしくなります。

　続いては，明らかな法律違反は勝つ可能性が高いということです。絶対に勝てる

というわけではないんですけども，どんなに証拠がそろってない中で戦おうとも，

会社が嘘をついてくることも多いです。ただ，真実であれば何かしらの，必ず結果

は残ります。諦めないことが大事です。

　あとは労働組合の，法律上の優遇です。先ほど少し触れましたが，この誠実交渉

義務という団体交渉におけるルールがものすごく強いです。先ほどの例でも，タイ

ムカードの開示をするかしないかの話になりましたが，証拠書類をある程度，団体

交渉でそろえることができるんです。証拠がないまま残業代請求をしたという事例

もありますけども。建物に入ったとき，それから鍵をしたとき，鍵を外したときの

記録が警備会社に残ってる場合が多いんですけども，その記録を開示させたという
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経験もあります。

12．大学生へのメッセージ

　最後にはなりますけども，今回は大学生向けの講義ということになりますので，

全然私は大した人間ではないんですけども，僭越ながらメッセージを残させていた

だいて，少しでも人生の足しにしていただければと思っております。今日お話をし

た内容というのは，社会に出た後にほとんどの人は経験しないであろうことになり

ます。皆さんは就職して，会社に雇用をされて，人生を歩むっていうのが圧倒的多

数なんじゃないかと思います。そういった中でも，労働法を意識しなくても，何も

問題なく生活していけるという方は大勢いらっしゃると思います。

　ただし，その反対にどうしても会社での生活なじめない人，つまずいたりする人っ

ていうのは必ず出てくると思います。出てきます，絶対ですね。これは自分一人で

コントロールできないことになります。外部の環境に影響されるということが，人

生によっては非常に大きいです。近年ではパワハラとか，セクハラとかいうことで

だんだん認知はされてきてるんですけども，自分でコントロールできないですね。

運の要素っていうのが入ってきます。

　残業代にしてもそうです。残業代をしっかり払う会社というのも当然あります。

ありますが，反対に払わないという会社も多数あります。どういう会社に当たるか

というのは，自分では全くコントロールできないことになります。

　そういったときに，そういった問題を解決するときに，多くの方は退職を選択す

るんですけども，またそこでも運の要素が発生するんです。どんな会社に行っても

同じような問題を抱えてます。そういったときに解決する手段として，労働法とい

う法律が存在して，その中でさらに労働組合法という法律が，これがメディアとか

ではあまり言われないんですけども，一番活用すべき法律なんじゃないかと，私は

ここまで10年間，法律に携わってきて思います。問題を解決する可能性が非常に高

まります。もちろん労働組合を作ったから，労働組合に入ったからといって，全て

がすぐに解決する，バラ色の人生が待っているというわけではないんですけども。

解決するためには自分で勉強をしないといけないです。交渉術も身に付けないとい

けないです。こういったものはただで手に入るものではなくて，自分が負担して，

自分が勉強をして手に入れないといけないことになります。

　しかしながら，働く問題というのを解決するには，他にオルタナティブがないと

いうのが，私の今のところの持論になります。もちろん自営業で働くというのも，

（　 ）306－156－ 山口経済学雑誌　第67巻　第３・４号



一つの方法ではあるんですけども，これも運の要素っていうのがものすごく強いの

で，私はこういう立場にはなってますけども，起業したいんだという方がもし，い

らっしゃったら，あまり，正直賛成はしないというのが，これも私の考えの一つに

なります。

　ですので，働くことにつまずいたときに，ぜひ，きょうの話を思い出していただ

いて，宣伝をするわけではないんですが，フリーターユニオン福岡というような労

働組合があったな，と検索をして，相談をしていただければと思っております。

　以上が本日の講義内容になります。ご静聴ありがとうございました。

質疑応答

──　武田さん，ありがとうございました。では質問のある方は挙手をお願いします。

──　きょうは，大変興味深いご講演をありがとうございました。受講生ではなく

て，この大学で社会法を教えている井川と申します。今日は，二つ，労働組合の活

動のお話と社労士のお話があって，質問させていただきたいのは，社労士の社会的

な役割についてです。

　どういうことかといいますと，今日，お話ししていただいて非常に良かったなと

思いましたのは，労働組合を通じて，自分で交渉するっていうことが非常に大事だ

ということがまず一つ，メッセージとしてあったのかなと思います。なぜこれが重

要かといいますと，日本で労働基準法関連の違反が非常に多い一つの理由は，やは

り働く側，労働者側の権利意識が非常に低いというところからすると，自分の権利

を主張する，一人で怖かったら労働組合ありますよという話が非常に良かった。

　ただ，もう一方で，日本はなんでこういう法違反が多いかっていうと，企業側も

自分の基本的な義務を理解していないということが非常に多く見られるんですね。

その点で，社会保険労務士という職業の役割は，非常に大きいのかなと思っていま

す。ただ一方で，期待されている役割とは逆に，企業にこうすれば労働法違反は起

きませんよという，悪知恵を授けていたっていうような，心ない社労士の人もたま

には見かけられるわけですね。

　そういう中で，武田さんが考える社労士の社会的役割，果たせる役割，どういう

やりがいがあるのかなっていうことについてお話，もしいただけたらなと。どこが

社労士のやりがいなんだろうかというのを，社会的な役割と絡むお話をいただけた

ら面白いかなと思います。
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武田　社労士のやりがいですか。やりがいの話をしますと，正直あまりやりがいは

ないですね。ていうのが実際です。仕事が楽しいっていうふうに，楽しい仕事，仕

事を楽しみたいという方もいらっしゃるとは思うんですけども，私は，そういう考

え方というのは全否定してるんです。仕事は楽しまないと，苦痛なものなんだとい

う理解で，余暇時間をその代わり多く取る。自分の自由な時間を多く取って，そこ

で余暇時間を過ごすという，仕事観としてはそういうものです。

　社会的な役割は，おっしゃるとおり，労働者側には嫌われることの多い職業では

あると思います。やっぱり会社ごとによって，考えは変わってくるんですよね。労

働法をしっかり守りたいという会社も当然あります。そういう会社は非常にやりや

すいです。こっちの言うとおり，全てやってくれるので。ただ，そういう方ばかり

ではないんです。どちらかというと中小零細企業を担当してることが多いので。有

給休暇をできるだけ減らしたいとか，取らせないようにしたいんですけど，どうし

たらいいですかとか，そういった質問もきますし。あとは残業代をとにかく払いた

くないんですという会社もあります。

　そういった会社でも，サービス業ですので，言ってみれば，我々というのは。そ

ういう会社の依頼でも応えないといけません。残業代でのことで，私は請求をしま

したが，いわゆる固定残業代，定額残業代制度というのが今，流行ではあるんです。

基本給じゃないですけど，基本給を下げて定額の残業代を付けるということで，残

業代を，多く払うのを抑制するという制度を導入する会社っていうのが，割と多かっ

たりします。そういう依頼も当然来ます。

　われわれの仕事では，私はもともと労働者側でやって来たっていうのもあります

ので，一言は添えるんです。本当は払ったほうがいいですよと，一言は言うんです

けども，それを聞く経営者というのは，そもそもそういう相談をしないので，全く

意味がありません。ですので，最初に質問内容でおっしゃっていただいた，私が一

番大事だと思う，今日の，講義の内容にはなるんですけども，やっぱり自分の顔を

出して，自分で交渉するということがないと，そこは解決しないんじゃないかなと

思ってます。

──　武田さんが社労士を選んだ理由っていうのは，その労働法の知識を自分に付

けようと思ったからでしたよね。

武田　そうです。ゆくゆくは，労働者側で紛争に携わって，労働者側の社労士とし
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てやって行きたいと考えていました，当初は。でも，今はもう思っていないです。

労働者の方も，いい人もいるし，悪い人もいると思うんです。それは会社も一緒

で，いい経営者もいるし，悪い経営者もいる。悪い労働者もいるし，いい労働者も

いるっていう，多分，それだけだと思うんです。ですから私はこういう職業で，そ

ういう良い，自分に合うお客さんとうまく付き合っていきたいと考え方を変えるん

です。ですから労働者の方でも，自分で勉強をして会社に言いたいんですと言う方

がいらっしゃれば，自分の時間を犠牲にしてでも，その方に対していろいろ教えて

あげたりとか。残業代の計算方法を教えてくれと言われたときには，自分の時間を

犠牲にして教えますし。自分の時間，ボランティアですけど，それは労働者の側か

らは，お金を持ってない方なので，取ることはできないという，そこはいくらでも

助けてあげたいっていう気持ちは，今でもあります。

──　では時間になりましたので，このへんで終わりにしたいと思います。武田さ

ん，本日は貴重なご講演をありがとうございました。

 （了）
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